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〔(社)日本家政学会

弓ットの回-4籾（la-^-^)および剱腸についスり形昧単的禎鳶（備2報）
桐血短潮大作康晦糾　O:^ 田も次郎喫崎　か

　鰭婚こ形無季妁愈学圀は，生理単り齢嫉に澗篁しべいゐぶ，ぺれに加わリ･さらに峯化単
の観篤から総治的七遠流イゐよう喘体制ポ加り立･,べいゐ。第一報においては，嫡尤嫌の
廓老でめゐ持家・吸収の玄場かう特に血殖り走行について観衆似仁方。本史秘ざヽは，膳

修の一抑ぞめか回矯し'l膳tの嫌溥都にわヽいての揖廊羊的なゑ乳特にIS-I冶（Baふh鼻
) 賜陵に糾すゐよ友^剱冷艇庫継泳,膠乱膠鳳線組) の丸謎について禎針左行った。
　妙刻^必浹こ冰奥破に朕した和物は，Sり,の雄ラ，卜で8蓋齢，葵^μ約お^であゐ。

　この働物刀エ舜綬に綴n てが潮レ腹腔にあゐ胃から直瑞まで｀り肺簒,吃参嫡おした。末
曳験かj的ぞあゐ，回腸から1l腸までの回丿釘極吃切ソ鰍し仙その属器は/ク舛ホルマリ
ンに浸壊し，そ削

の東成，乱針心気，∂'es・・，力ヽよび錬蔵某も乞喪施し喪。
　紹見い^賜^唯脇は，返僧都に存在寸ゐ徊有涛（隔臨身）によ。べ明雄に境さみてい
ゐ。し払し，現在ぞは，加省身裁｀犬縄咸または小膳鍼のt?今夕に存ゑも
ihスいない。か回の装瀞麟噪か乱回有弁は形催｡融り:捗元ふ膳痢に存it-tゐこ（・が
貳唆され六。また曲眼的裁貳φ飢と目こ秒いぺは^賜にμ峰の娩堺は不期諌ぜあ石が，

ラヽツトに万い久は噛矯k丘藤剱腸の庫溥ボ明齢に認めうれ六。
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５月５日（月）第５会場　午前9 :00～12 : 00

肉り易管内;^ (LI;フV. 7　（1 ）i 狗ちよIf'か熟内のが飽､的^化
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稜の調垠および貯蔵にI 3組織(r>支化に・いI ･i検埓さrftてしべ^．しかし生体

洵の哺化避佐舅ヽ5:v食争吃t 3 肉心にフいマ<n車艮告Iま. IJと^
い．れ実､験ヽlラ、）^s望飼桝あれヽ･リ^脂食にx飼裔後、釈外向を十・一指腸

蹄<t.5 配^ 過狐乞経時的(こμ織り勺、誹痍化学的に銑厳け．．
料
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iは肉とI t八!ざ骨格筋, 加転向にて柚i 肉と鶏i i 向tル゜ご, 3 ^

いf--i の^麦用＼ f:.。夕、丿べ体f おり。り｝を眼＼鬘飼糾£ 3い<S タ。μ3 －

ヵ月飼香し々跨向絶食後- ±肉為3 iヽ･^加熱肉を体重／"り雪万勿を十二指腸

･経片的に矛靫I 恂を含かヤエ指腸を取') 武し. /･舶n新鮮凍府勿I^i乍秘I

紐峨化りり梗れ叩り僥。SPH バ行い. / 辱§／・% わにマ･に固史し粗m的m（

H.B.,P.r.^.H.,f.A･S;ﾚμ敲おn. ,ゐa，～色）を行。た。

　齢農　生かi転機舶嬢ヵご呼期・ヽら生じ授りタ分後マヽ･笏線稽周退部Jつ涌壊ふ略ま･･筋源

線維朗I--問陣zり･ら紅た。和脊ひ攻4 角か今休的じ瓶屡し乙いfz・PAS' 及紀＼t援引タ分でヽ

祁脊的に残存し　. ゐ分軽逼す3 い? tんビみ$ ikfi< r.s5 ．加熱牛内でヽ･3扱与μ分ま乙ヽ･t

15 t ･こい^壊7Vみらvttず‘方分Tか体J]^同所に加襄( z いに。加熱鶏肉a 碇泰/ダ分り崩壊

がみ･られf; ・排繊ef的検震乙- ･it肉でヽ堤りタ参てリ;PH , Ml-A丁肺叱^仕力'i･5 妃，3o分

俊l;sか匯保痔池困鯉なった･加熱肉ZヽM検索I た吋lにみい乙早期ぶり練昶ぽみられなか

ぶ。如y, ﾆ･- こ油麿1- かす3 句碑化の形怒,的変ｲとは凍準食と同様て･あバミ。


